
渡良瀬遊水地
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【
小
山
】
渡
良
瀬
警
一水
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
か
ら
７
月
で
１０
年
に
な
る
の
を
踏
ま
え
、

市
な
ど
で
構
成
す
ふ
）渡
良
瀬
遊
水
地
保
全

・
利
活
用
協
議
会
や
市
民
団
体
が
権
次
い
で
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
く
。
一鶴

年
間
を
振
り
返
り
、
成
果
と
課
題
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
活
用
の
在
り

方
な
ど
を
話
し
合

っ
て
遊
水
地
の
未
来
を
模
索
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（露
驚
残
子二
）

１
部
は
協
議
会
が
主
催
し
、
関

係
者
に
よ
る
活
動
報
告
や
パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
予
定

渡
良
瀬
遊
水
地
は
２
０
１
２

年
７
月
３
日
、
水
鳥
の
生
患
地

と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地

を
守
る
ラ
ム
サ
ー
ル
曳
木
約
に
登

録
さ
れ
た
。
湿
地
再
生
が
進
み
、

生
物
多
様
性
の
シ
ン
ポ
ル
と
も

言
え
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
。

２
年
前
か
ら
は
ひ
な
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
鶴
年

間
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、

「小
山
の
環
境
を
考

一定
例
記
者
会
見
で
発
表
し
た
。

え
る
市
民
の
会
」
が
観
日
午
後

一
登
録
日
で
あ
る
７
周
３
日
、
一鵬

１
時
半
か
ら
、
市
中
央
公
民
館

一文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。
シ
ン
一

で
講
演
会

「渡
良
瀬
遊
水
地
の

一ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
ラ
ム

今
」
を
開
く
。
同
会
代
表
で

「ラ

一
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
未
来
」
。
第

成
果
検
一畿
一、活
用
法
を
模
索

ι
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ずヽ 移4■
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ム
サ
ー
ル
湿
地
ネ

ッ
ト
わ
た
ら

す
る
。第
２
部
は
市
の
主
催
で
、

せ
」
の
代
表
も
務
め
る
ィ篇

．．通

兵
庫
県
豊
岡
市
に
拠
点
を
置
く

昭
さ
ん

（銀
）
が
講
演
す
る
。

一
「日
本

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
会
」
会
員

¨
靱
中
中
義
一
一
華
舞
一

網
難

ル
磁
甦
は
駆
ゲ
い
孵
に
つ
［
つ

団
体
が
“
年
に
発
足
ｏ
登
録

へ
　
学
ぶ
公
開
授
業
を
展
開
す
る
。

の
原
動
力
と
な

っ
た
。
　
　
　
　
　
定
員
２
０
０
人
。
６
月
か
ら

市
捻
ど
雌
抵
る
シ
ン
ポ
ジ
ゥ

市
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
な
ど
で
寧

ム
は
浅
野
正
富
著
長
が
綿
日
の

し
込
み
を
受
け
付
け
る
。
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遊
水
地

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
１０
年

奮
民
の
保
企
活
動
継
続
を

動
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

ゝ
〓
‥
一し
、

１０
年
後
に
は
コ
ウ
ノ
■
リ

一痛
軍
と
同
じ
く
湿
地
生
態
系
の
頂
点

一薇
■

に
立
つ
ト
キ
が
共
に
舞
う
地
を

機
一‘
目
指
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。　
　
一

・砲
４

講
演
に
基
ユ
ち
、
優

，ネ
ツ
■

一耐
【

一
の
事
務
局
長
だ
つ
た
浅
野
正
富

藤
小
山
】
渡
良
瀬
遊
水
地
の

ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
１０
周
年

を
記
念
し
た
講
演
会
が
２２
曇
、

市
中
央
公
民
館
で
藝
か
れ
た
。

登
録
運
動
を
主
導
し
た
市
民
国

悴

「
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
ネ
ッ
ト

わ
た
ら
せ
」
の

楠

通
昭
代
表

が
登
壇
し
、
遊
水
地
と
そ
の
周

辺
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
官
民

一

体
と
な

っ
た
継
続
的
な
保
全
活

同
ネ

ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る

「小
山
の
環
境
を
考
え
る
市

民
の
会
」
が
主
催
。
市
民
ら
約

３０
人
が
耳
を
傾
け
た
。

．
楠
代
表
は
、
登
録
を
機
に
国

や
周
辺
自
治
体
、
自
然
保
護
団

体
が
治
水
と
湿
地
保
全

‘
再
生

の
両
立
を
目
指
し
協
力
す
る
体

制
が
で
き
た
と
評
価
。
湿
地
再

生
に
よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な

市
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
登
録

さ
れ
て
ま
だ
鶴
年
。
こ
れ
か
ら

何
十
年
も
、
関
係
者
が

一
体
と

な

っ
て
関
わ
る
必
要
が
あ
る
」

と
患
の

か
け
た
。

の
３
年
連
続
誕

生
を

「快
挙

一

と
喜
ん
だ
。

一
方
、
再
生

の
た
め
掘
削
し

講
演
会
で
成
果
と
課
題
を
語
る
楠
代
表

た
区
域
に
ヤ
ナ

ギ

が

樹

林

化

し
、
す
み
着
い

た
イ
ノ
シ
シ
が

湿
地
を
荒
ら
し

た
り
、
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
な
ど
の
外
来

種
が
繁
茂
し
た

り
す
る
な
ど
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に

一

課
題
が
あ
る
と

一

指
摘
．
官
民
の

役
割
を
明
確
化
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